
1 出力共通項目
an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・ＡＷＢ番号　２０桁

2 入力者
an 5 C

利用者コード 本業務を行った入力者を出力

3 ＡＷＢ番号
an 20 M

4 品名
（訂正前） an 21 C

訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている品名を出力

5 仕出地
（訂正前）

an 3 C

ＩＡＴＡ空港コード
及び
ＩＡＴＡ都市コード

訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている仕出地を出力

6 総個数
（訂正前） n 6 C

訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている総個数を出力

7 総重量
（訂正前）

n 8 C

訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている総重量を以下の
形式で出力
ＺＺＺＺＺ９．９

8 特殊貨物記号
（訂正前） an 3 C

ＳＰＣ（特殊貨物）
コード

訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている特殊貨物記号を
出力

9 社用品表示
（訂正前） an 2 C

訂正前の輸入貨物情報ＤＢに社用品である旨が登録されてい
る場合は、「ＳＶ」を出力

10 荷送人名
（訂正前）

an 70 C

入力者が荷送受人情報の登録者またはその委託元混載業の場
合は、訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている荷送人名
を出力

11 荷送人住所
（訂正前）

an 105 C

入力者が荷送受人情報の登録者またはその委託元混載業の場
合は、訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている荷送人住
所を出力

12 荷送人電話番号
（訂正前）

an 14 C

入力者が荷送受人情報の登録者またはその委託元混載業の場
合は、訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている荷送人電
話番号を出力

13 荷受人コード
（訂正前）

an 17 C

輸出入者コード
法人番号

入力者が荷送受人情報の登録者またはその委託元混載業の場
合は、訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている荷受人
コードを出力

14 荷受人名
（訂正前）

an 70 C

入力者が荷送受人情報の登録者またはその委託元混載業の場
合は、訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている荷受人名
を出力

15 荷受人住所
（訂正前）

an 105 C

入力者が荷送受人情報の登録者またはその委託元混載業の場
合は、訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている荷受人住
所を出力

16 荷受人電話番号
（訂正前）

an 14 C

入力者が荷送受人情報の登録者またはその委託元混載業の場
合は、訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている荷受人電
話番号を出力

17 品名
（訂正後） an 21 M

訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている品名を出力

18 仕出地
（訂正後）

an 3 M

ＩＡＴＡ空港コード
及び
ＩＡＴＡ都市コード

訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている仕出地を出力

19 総個数
（訂正後） n 6 C

訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている総個数を出力

20 総重量
（訂正後）

n 8 C

訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている総重量を以下の
形式で出力
ＺＺＺＺＺ９．９

21 特殊貨物記号
（訂正後） an 3 C

ＳＰＣ（特殊貨物）
コード

訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている特殊貨物記号を
出力

22 社用品表示
（訂正後） an 2 C

訂正後の輸入貨物情報ＤＢに社用品である旨が登録されてい
る場合は、「ＳＶ」を出力

23 荷送人名
（訂正後）

an 70 C

入力者が荷送受人情報の登録者またはその委託元混載業の場
合は、訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている荷送人名
を出力

24 荷送人住所
（訂正後）

an 105 C

入力者が荷送受人情報の登録者またはその委託元混載業の場
合は、訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている荷送人住
所を出力

25 荷送人電話番号
（訂正後）

an 14 C

入力者が荷送受人情報の登録者またはその委託元混載業の場
合は、訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている荷送人電
話番号を出力

項目名

条件

訂正済情報（ＡＡＳ１１１）、訂正控情報（ＡＡＳ１１２）、訂正保留控情報（ＡＡＳ１１３）、訂正確認情報（ＡＡＳ１１４）、訂正保留確認
情報（ＡＡＳ１１５）

繰
1

属
性

桁 コード
繰
2

出力条件／形式

出力情報名(出力情報コード)

項番 欄
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項目名

条件

訂正済情報（ＡＡＳ１１１）、訂正控情報（ＡＡＳ１１２）、訂正保留控情報（ＡＡＳ１１３）、訂正確認情報（ＡＡＳ１１４）、訂正保留確認
情報（ＡＡＳ１１５）

繰
1

属
性

桁 コード
繰
2

出力条件／形式

出力情報名(出力情報コード)

項番 欄

26 荷受人コード
（訂正後）

an 17 C

輸出入者コード
法人番号

入力者が荷送受人情報の登録者またはその委託元混載業の場
合は、訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている荷受人
コードを出力

27 荷受人名
（訂正後）

an 70 C

入力者が荷送受人情報の登録者またはその委託元混載業の場
合は、訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている荷受人名
を出力

28 荷受人住所
（訂正後）

an 105 C

入力者が荷送受人情報の登録者またはその委託元混載業の場
合は、訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている荷受人住
所を出力

29 荷受人電話番号
（訂正後）

an 14 C

入力者が荷送受人情報の登録者またはその委託元混載業の場
合は、訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている荷受人電
話番号を出力

30 訂正理由

an 3 M

訂正理由コード ＭＳＴ：個数以外の項目を訂正した場合
ＳＨＴ：個数を減らした場合
ＯＶＲ：個数を増やした場合

31
30

到着便名１
（訂正前） an 6 M

フライト・ナンバーが３桁で入力された場合は、４桁に変換
し出力

32
*

到着便名２
（訂正前） an 5 M

以下の形式で出力
ＤＤＭＭＭ

33

*

到着空港
（訂正前）

an 3 M

ＩＡＴＡ空港コード （１）到着空港を省略した場合は、ＡＣＨ業務にて輸入貨物
情報ＤＢに登録した到着空港を出力
（２）ＡＷＢ情報が登録されていない場合は、輸入貨物情報
ＤＢに登録されている入力者地域毎に対するシステムに登録
された到着空港を出力

34
*

到着年月日
（訂正前） n 8 C

訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている到着年月日を出
力

35
*

搬入年月日
（訂正前） n 8 C

訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている空港保税蔵置場
搬入年月日を出力

36
*

個数
（訂正前） n 6 M

訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている到着個数を出力

37

*

重量
（訂正前）

n 8 M

訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている到着重量を以下
の形式で出力
ＺＺＺＺＺ９．９

38
*

保税蔵置場
（訂正前） an 5 C

保税地域コード 訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている現在蔵置中の保
税蔵置場を出力

39

*

仕向地
（訂正前）

an 3 C

ＩＡＴＡ空港コード
及び
ＩＡＴＡ都市コード

訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている仕向地を出力

40

*

運送種別
（訂正前）

an 1 C

訂正前の輸入貨物情報ＤＢに登録されている運送種別を出力
Ｔ：他空港向一括保税運送貨物
スペース：当該空港揚貨物または一般仮陸揚貨物
Ｋ：マル仮貨物または仮・仮貨物
１：航空会社保税蔵置場向け社用品
？：運送種別未定
Ｏ：管理資料「 ＢＲＥＡＫ ＢＵＬＫ ＭＯＮＴＨＬＹ ＲＥ
ＰＯＲＴ」の「ＯＬＴ」に計上するＨＡＷＢ

41

*

ＵＬＤ
（訂正前）

an 1 C

（１）訂正前の輸入貨物情報ＤＢにＵＬＤ収容貨物として登
録されている場合は、「Ｕ」を出力
（２）訂正前の輸入貨物情報ＤＢにＵＬＤとして登録されて
いる場合は、「Ｋ」を出力

42

*

突合済表示
（訂正前）

an 1 C

（１）訂正前の輸入貨物情報ＤＢに未突合・不突合貨物とし
て登録されている場合は、「Ｎ」を出力
（２）訂正前の輸入貨物情報ＤＢに突合済貨物として登録さ
れている場合は、「Ｙ」を出力
（３）訂正前の輸入貨物情報ＤＢに無効な貨物として登録さ
れている場合は、「Ｘ」を出力

43

*

到着便名１
（訂正後）

an 6 C

（１）入力者が税関の場合で、到着便名に未明の旨が登録さ
れている到着便に対して到着便名を登録した場合は、入力さ
れた到着便名の便名部を出力
（２）入力者が税関の場合で、フライト・ナンバーが３桁で
入力された場合は、４桁に変換し出力
（３）入力者が民間の場合は、スペースを出力

44

*

到着便名２
（訂正後）

an 5 C

（１）入力者が税関の場合で、到着便名に未明の旨が登録さ
れている到着便に対して到着便名を登録した場合は、入力さ
れた到着便名の日付部を出力
（２）入力者が民間の場合は、スペースを出力
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項目名

条件

訂正済情報（ＡＡＳ１１１）、訂正控情報（ＡＡＳ１１２）、訂正保留控情報（ＡＡＳ１１３）、訂正確認情報（ＡＡＳ１１４）、訂正保留確認
情報（ＡＡＳ１１５）

繰
1

属
性

桁 コード
繰
2

出力条件／形式

出力情報名(出力情報コード)

項番 欄

45

*

到着空港
（訂正後）

an 3 C

ＩＡＴＡ空港コード （１）入力者が税関の場合で、取卸港に未明の旨が登録され
ている到着便に対して到着空港を登録した場合は、入力され
た到着空港を出力
（２）入力者が税関の場合で、到着空港を省略した場合は、
訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている到着空港を出力
（３）入力者が民間の場合は、スペースを出力

46
*

到着年月日
（訂正後） n 8 C

訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている到着年月日を出
力

47
*

搬入年月日
（訂正後） n 8 C

訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている空港保税蔵置場
搬入年月日を出力

48
*

個数
（訂正後） n 6 M

訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている到着個数を出力

49

*

重量
（訂正後）

n 8 M

訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている到着重量を以下
の形式で出力
ＺＺＺＺＺ９．９

50
*

保税蔵置場
（訂正後） an 5 C

保税地域コード 訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている現在蔵置中の保
税蔵置場を出力

51

*

仕向地
（訂正後）

an 3 M

ＩＡＴＡ空港コード
及び
ＩＡＴＡ都市コード

訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている仕向地を出力

52

*

運送種別
（訂正後）

an 1 C

訂正後の輸入貨物情報ＤＢに登録されている運送種別を出力
Ｔ：他空港向一括保税運送貨物
スペース：当該空港揚貨物または一般仮陸揚貨物
Ｋ：マル仮貨物または仮・仮貨物
１：航空会社保税蔵置場向け社用品
？：運送種別未定
Ｏ：管理資料「 ＢＲＥＡＫ ＢＵＬＫ ＭＯＮＴＨＬＹ ＲＥ
ＰＯＲＴ」の「ＯＬＴ」に計上するＨＡＷＢ

53
*

ＵＬＤ
（訂正後） an 1 C

訂正後の輸入貨物情報ＤＢにＵＬＤ収容貨物として登録され
ている場合は、「Ｕ」を出力

54

*

突合済表示
（訂正後）

an 1 C

（１）訂正後の輸入貨物情報ＤＢに突合済貨物として登録さ
れている場合は、「Ｙ」を出力
（２）訂正後の輸入貨物情報ＤＢに無効な貨物として登録さ
れている場合は、「Ｘ」を出力
（３）「Ｒ」が入力された場合は、「Ｒ」を出力
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